
（様式３） 

 

事業の実績  
 

スポーツ振興センターの 5 つの柱の一つである「広報・地域連携（地域スポーツの拠点事業支

援）」の取り組みとして、地域向けに「KUMAGAKU スポーツフェスタ 2024」を開催した。本イベン

トは、スポーツを通じた地域の青少年健全育成に注力し、子どもたちが心身ともに成長する場を

提供したいという思いから企画したもの。 

当日は、運動あそび教室・サッカー教室・ソフトテニス教室・バスケットボール教室を開催し、

計 53 名の年中～小 6 の子どもたちが参加した。また、本イベントは、体育系サークルに所属する

学生やライフ・ウェルネス学科の学生の社会貢献活動の場ともなり、学生が中心となって主体的

に各種スポーツ体験教室等の企画から運営を行った。 

具体的な成果   

 

（１）教室の運営について 

大学の人材（指導者、学生）・資財（施設）をフルに活用し各種教室を開催。 

サッカー教室・ソフトテニス教室・バスケットボール教室は、各サークルに所属する学生が企画

から運営を行った。また、運動あそび教室は、ライフ・ウェルネス学科の「キッズスポーツ」授

業が担当した。イベント全体のボランティアはライフ・ウェルネス学科の学生が担当し、学生主

体のイベントとして開催することができた。 

 

（２）当日の参加内訳 

 運動あそび教室：17 名 

 サッカー教室：15 名 

 ソフトテニス教室：11 名 

 バスケットボール教室：10 名 

（３）総括 

参加していただいた子どもの付き添いとして保護者の皆様にも大学に足を運んでいただく良

い機会となった。本イベントを通じて、熊本学園の認知度アップからイメージアップへ、そして

KUMAGAKU スポーツのブランド化にも寄与できたと考える。 

 また、学生に活躍の場を提供することで、学生にとっては学びが多く大変有意義な時間となっ

た。イベント終了後に参加していただいた保護者より、「子どもたちは大学生のお兄さんたちと

サッカーができて子どもたちの輝いた表情をたくさん見ることができ、親子共々素晴らしい経験

をさせていただきました。ステキな機会をどうもありがとうございました」との感想をいただい

た。 

 

（４）次年度に向けて 

 2024 年は本イベントを 10 月 14 日のスポーツの日に開催したが、同日に熊本県教育委員会主催

の「県民スポーツの日・ふれあいスポーツ」というイベント実施されており、県内にて約 30 のス

ポーツ教室が開催されていた。本学が同日に同イベントの開催を続ける場合は、熊本県教育委員

会と協力し、本学で実施する各種教室を「ふれあいスポーツ」の一環として実施したいと考える。

（既に県教委と打ち合わせ済み） 

引き続きスポーツを通じた地域貢献活動に積極的に取り組み、本学の認知度・イメージアップ、

そして学生の活躍の場を更に広げていきたい。 

 
 


